
二
十
歳
を
祝
う
会

二
十
歳
を
祝
う
会

199号
の
主
な
内
容

199号
の
主
な
内
容

意
見
書

意
見
書
（
地
方
の
声
を
国
政
の
場
へ
）

（
地
方
の
声
を
国
政
の
場
へ
）

P11

二
十
歳
を
祝
う
会

二
十
歳
を
祝
う
会

P10

議
案
審
議
の
結
果

議
案
審
議
の
結
果

P11･12

議
案
の
採
決
結
果

議
案
の
採
決
結
果

P13

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き

P14

議
案
の
審
議

議
案
の
審
議

P
６

町
政
を
問
う（
一
般
質
問
）

町
政
を
問
う（
一
般
質
問
）

P
２

議
会

議
会

No.
2024

（
令
和
６
）年

２
月

199
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第４回定例会 町政を問う 一般質問

　令和５年第４回定例町議会は12月15日に招集され、会期１日間で開かれました。　令和５年第４回定例町議会は12月15日に招集され、会期１日間で開かれました。
　今定例会は、行政報告、４議員からの一般質問につづき、専決処分の承認、人権擁護委員候補者の推薦、　今定例会は、行政報告、４議員からの一般質問につづき、専決処分の承認、人権擁護委員候補者の推薦、
条例の制定・条例の改正７件、連携中枢都市圏形成に係る連携協約の変更、補正予算６件、意見案などにつ条例の制定・条例の改正７件、連携中枢都市圏形成に係る連携協約の変更、補正予算６件、意見案などにつ
いて審議されました。いて審議されました。
　なお、今号では第５回臨時会（10月23日開催）、第６回臨時会（11月27日開催）についてもお知らせ　なお、今号では第５回臨時会（10月23日開催）、第６回臨時会（11月27日開催）についてもお知らせ
します。します。

（議案審議結果は11・12ページをご覧ください。）（議案審議結果は11・12ページをご覧ください。）

第４回定例会第４回定例会令和５年令和５年

町政を問う！
　第４回定例会では、西川、深谷、片原、加藤の４議員が一般質問
を行いました。（要旨にて掲載）

　一般質問と答弁（再質問を除く）の全文を当麻町ホームページ
「当麻町議会」の中に掲載していますのでご覧ください。

ここが
聞きたい

当麻町ホームページ／当麻町議会当麻町ホームページ／当麻町議会
http://town.tohma.hokkaido.jp/gikai/http://town.tohma.hokkaido.jp/gikai/

このQRコードからアクセスすると
カラーで見ることができます。
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「
公
共
交
通
の
維
持
」
が

「
公
共
交
通
の
維
持
」
が
4747
％
と
一

％
と
一

番
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
踏

番
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
今
年
度
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
担

ま
え
、
今
年
度
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
者
に
よ
る
全
体
的
な
検
討
を
行
っ

当
者
に
よ
る
全
体
的
な
検
討
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
予
約
に
応
じ
て
運
行
す
る

　

現
在
、
予
約
に
応
じ
て
運
行
す
る

「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
を
令
和
７
年
度

「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
を
令
和
７
年
度

の
導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

の
導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
主
な
施
設
や
お
店
、
自
宅
周

町
内
の
主
な
施
設
や
お
店
、
自
宅
周

辺
な
ど
に
細
か
く
バ
ス
停
を
設
け
る

辺
な
ど
に
細
か
く
バ
ス
停
を
設
け
る

こ
と
で
、
路
線
を
走
る
バ
ス
と
比
べ

こ
と
で
、
路
線
を
走
る
バ
ス
と
比
べ

て
、
自
宅
や
目
的
地
に
近
い
場
所
ま

て
、
自
宅
や
目
的
地
に
近
い
場
所
ま

で
移
動
で
き
る
も
の
で
、
乗
合
に
な

で
移
動
で
き
る
も
の
で
、
乗
合
に
な

り
ま
す
が
、
低
料
金
で
利
用
で
き
る

り
ま
す
が
、
低
料
金
で
利
用
で
き
る

仕
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。

仕
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
委
託
し
て
い
る
複
数
の
交

　

ま
た
、
委
託
し
て
い
る
複
数
の
交

通
施
策
も
一
体
的
に
見
直
し
、
住
民

通
施
策
も
一
体
的
に
見
直
し
、
住
民

の
利
便
性
を
図
り
、
当
麻
町
に
適
す

の
利
便
性
を
図
り
、
当
麻
町
に
適
す

る
交
通
を
検
討
し
ま
す
の
で
、
ご
理

る
交
通
を
検
討
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
願
い
ま
す
。

解
願
い
ま
す
。

　
　
　

西
川
議
員

　
　
　

西
川
議
員

　
　
　

農
村
地
帯
、
郡
部
に
お
い
て

　
　
　

農
村
地
帯
、
郡
部
に
お
い
て

も
今
後
、
交
通
の
利
便
性
改
善
に
向

も
今
後
、
交
通
の
利
便
性
改
善
に
向

け
て
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

け
て
考
え
ら
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

遠
藤
副
町
長

　
　
　

遠
藤
副
町
長

　
　
　

デ
マ
ン
ド
交
通
を
考
え
て
い

　
　
　

デ
マ
ン
ド
交
通
を
考
え
て
い

ま
す
。
特
に
バ
ス
停
を
設

ま
す
。
特
に
バ
ス
停
を
設

け
る
こ
と
で
は
な
く
、
各

け
る
こ
と
で
は
な
く
、
各

居
宅
の
前
を
予
約
地
点
と

居
宅
の
前
を
予
約
地
点
と

し
て
、
考
え
て
い
ま
す
。

し
て
、
考
え
て
い
ま
す
。

第４回定例会 一般質問
　
　
　

西
川
議
員

　
　
　

西
川
議
員

　
　
　

高
齢
化
社
会
と
言
わ
れ
て
い

　
　
　

高
齢
化
社
会
と
言
わ
れ
て
い

る
現
代
に
お
い
て
、
２
０
２
５
年
に

る
現
代
に
お
い
て
、
２
０
２
５
年
に

は
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
到

は
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
到

達
す
る
こ
と
で
、
更
に
高
齢
化
が
加

達
す
る
こ
と
で
、
更
に
高
齢
化
が
加

速
す
る
と
共
に
一
人
暮
ら
し
世
帯
の

速
す
る
と
共
に
一
人
暮
ら
し
世
帯
の

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
今
後
、
高

増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
今
後
、
高

問

問

齢
者
の
生
活
環
境
、
意
識
や
価
値
観

齢
者
の
生
活
環
境
、
意
識
や
価
値
観

が
一
層
多
様
化
す
る
こ
と
を
踏
ま
え

が
一
層
多
様
化
す
る
こ
と
を
踏
ま
え

た
対
策
の
構
築
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

た
対
策
の
構
築
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
は
ま
だ
、
福
祉
支
援
や
介
護

　

現
在
は
ま
だ
、
福
祉
支
援
や
介
護

支
援
を
受
け
る
に
至
っ
て
な
い
も
の

支
援
を
受
け
る
に
至
っ
て
な
い
も
の

の
、
買
物
や
病
院
等
へ
出
掛
け
る
の

の
、
買
物
や
病
院
等
へ
出
掛
け
る
の

に
車
が
無
く
不
便
を
感
じ
る
、
足
腰

に
車
が
無
く
不
便
を
感
じ
る
、
足
腰

が
悪
く
歩
く
の
も
辛
い
な
ど
、
町
民

が
悪
く
歩
く
の
も
辛
い
な
ど
、
町
民

個
々
が
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

個
々
が
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

現
状
で
あ
り
ま
す
。
更
に
、
高
齢
者

現
状
で
あ
り
ま
す
。
更
に
、
高
齢
者

だ
け
で
な
く
子
育
て
世
代
な
ど
に
お

だ
け
で
な
く
子
育
て
世
代
な
ど
に
お

い
て
も
交
通
弱
者
で
あ
る
方
も
い
ま

い
て
も
交
通
弱
者
で
あ
る
方
も
い
ま

す
。
す
。

　

町
内
に
お
け
る
交
通
事
情
を
見
ま

　

町
内
に
お
け
る
交
通
事
情
を
見
ま

す
と
、
今
後
を
含
め
現
状
に
充
分
に

す
と
、
今
後
を
含
め
現
状
に
充
分
に

対
応
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ず
、

対
応
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ず
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
導
入
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の
導
入
な
ど

高
齢
者
等
が
町
内
を
移
動
す
る
為
の

高
齢
者
等
が
町
内
を
移
動
す
る
為
の

施
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
他
町
村

施
策
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
他
町
村

の
状
況
を
見
ま
す
と
、
既
に
自
治
体

の
状
況
を
見
ま
す
と
、
既
に
自
治
体

Ｄ
Ｘ
Ｄ
Ｘ  

を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
導
入
し
て

バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
導
入
し
て

町
民
の
足
の
確
保
に
取
組
ま
れ
て
い

町
民
の
足
の
確
保
に
取
組
ま
れ
て
い

る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

本
町
と
し
て
今
後
、
地
域
交
通
の

　

本
町
と
し
て
今
後
、
地
域
交
通
の

利
便
性
向
上
に
向
け
、
ど
の
様
な
取

利
便
性
向
上
に
向
け
、
ど
の
様
な
取

組
み
を
考
え
ら
れ
る
か
お
伺
い
し
ま

組
み
を
考
え
ら
れ
る
か
お
伺
い
し
ま

す
。
す
。

　
　
　

遠
藤
副
町
長

　
　
　

遠
藤
副
町
長

　
　
　

町
内
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
　
　

町
内
の
公
共
交
通
に
つ
い
て

は
、
Ｊ
Ｒ
・
道
北
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

は
、
Ｊ
Ｒ
・
道
北
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

に
よ
る
民
間
交
通
の
他
、
町
で
委
託

に
よ
る
民
間
交
通
の
他
、
町
で
委
託

す
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
混
乗
型

す
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
混
乗
型

の
路
線
バ
ス
の
運
行
や
、
外
出
支
援

の
路
線
バ
ス
の
運
行
や
、
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
病
院
や
金
融
機
関

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
病
院
や
金
融
機
関

等
へ
の
送
迎
、
高
齢
者
買
い
物
支
援

等
へ
の
送
迎
、
高
齢
者
買
い
物
支
援

サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
福
祉
・
介
護
系

サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
福
祉
・
介
護
系

の
移
動
支
援
な
ど
、
複
数
の
施
策
に

の
移
動
支
援
な
ど
、
複
数
の
施
策
に

よ
り
移
動
の
確
保
を
行
っ
て
お
り
ま

よ
り
移
動
の
確
保
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
福
祉
・
介
護
系

　

し
か
し
な
が
ら
、
福
祉
・
介
護
系

の
支
援
要
件
に
該
当
し
な
い
方
や
、

の
支
援
要
件
に
該
当
し
な
い
方
や
、

近
く
に
バ
ス
停
が
な
い
と
い
っ
た
交

近
く
に
バ
ス
停
が
な
い
と
い
っ
た
交

通
空
白
地
域
に
住
む
方
な
ど
、
移
動

通
空
白
地
域
に
住
む
方
な
ど
、
移
動

に
不
便
を
感
じ
て
い
る
の
が
現
状
で

に
不
便
を
感
じ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
す
。

　

昨
年
行
っ
た
、
ま
ち
づ
く
り
ア
ン

　

昨
年
行
っ
た
、
ま
ち
づ
く
り
ア
ン

ケ
ー
ト
で
も
「
交
通
の
便
利
さ
」
に

ケ
ー
ト
で
も
「
交
通
の
便
利
さ
」
に

3030
％
の
方
が
不
満
を
感
じ
て
お
り
、

％
の
方
が
不
満
を
感
じ
て
お
り
、

生
活
基
盤
で
特
に
必
要
な
施
策
に

生
活
基
盤
で
特
に
必
要
な
施
策
に

答

答

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
の

　
　
　
　
　
　

導
入
に
つ
い
て

西川　泰弘 議員

Ａ
デ
マ
ン
ド
交
通
を
検
討



 42024（令和６）年２月

　
　
　

深
谷
議
員

　
　
　

深
谷
議
員

　
　
　

現
在
本
町
で
は
、
高
齢
者
の

　
　
　

現
在
本
町
で
は
、
高
齢
者
の

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
自
宅
か

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
自
宅
か

ら
市
街
地
の
商
店
ま
で
を
無
料
送
迎

ら
市
街
地
の
商
店
ま
で
を
無
料
送
迎

車
に
よ
り
送
迎
す
る
と
と
も
に
、
安

車
に
よ
り
送
迎
す
る
と
と
も
に
、
安

否
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

否
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問

　

利
用
対
象
者
は

　

利
用
対
象
者
は
7575
歳
以
上
の
方
の

歳
以
上
の
方
の

み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
で
、
自
家
用

み
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
で
、
自
家
用

自
動
車
等
の
移
動
手
段
を
持
た
な
い

自
動
車
等
の
移
動
手
段
を
持
た
な
い

世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

便
利
な
施
策
で
す
が
、
現
金
で
買

　

便
利
な
施
策
で
す
が
、
現
金
で
買

い
物
を
す
る
こ
と
が
多
い
高
齢
者
の

い
物
を
す
る
こ
と
が
多
い
高
齢
者
の

場
合
、
金
融
機
関
に
立
ち
寄
っ
て
か

場
合
、
金
融
機
関
に
立
ち
寄
っ
て
か

ら
買
い
物
に
行
き
た
い
と
い
う
方
が

ら
買
い
物
に
行
き
た
い
と
い
う
方
が

多
い
よ
う
で
す
。

多
い
よ
う
で
す
。

　

町
内
の
金
融
機
関
は
、
旭
川
信
金
、

　

町
内
の
金
融
機
関
は
、
旭
川
信
金
、

北
洋
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
が
隣
接

北
洋
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
が
隣
接

し
、
そ
の
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
Ｊ

し
、
そ
の
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
バ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。

　

現
行
の
買
い
物
支
援
制
度
は
、
送

　

現
行
の
買
い
物
支
援
制
度
は
、
送

迎
対
象
が
自
宅
と
商
店
、
店
舗
ま
で

迎
対
象
が
自
宅
と
商
店
、
店
舗
ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
希
望
す
れ
ば

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
希
望
す
れ
ば

こ
れ
ら
の
金
融
機
関
に
立
ち
寄
る
こ

こ
れ
ら
の
金
融
機
関
に
立
ち
寄
る
こ

と
が
で
き
る
様
、
制
度
の
拡
充
を
行

と
が
で
き
る
様
、
制
度
の
拡
充
を
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
町
長
の
考

う
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

遠
藤
副
町
長

　
　
　

遠
藤
副
町
長

　
　
　

高
齢
者
買
い
物
支
援
に
つ
い

　
　
　

高
齢
者
買
い
物
支
援
に
つ
い

て
は
、
自
宅
か
ら
市
街
地
の
商
店
、

て
は
、
自
宅
か
ら
市
街
地
の
商
店
、

店
舗
間
を
無
料
送
迎
車
に
よ
り
運
行

店
舗
間
を
無
料
送
迎
車
に
よ
り
運
行

し
、
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
、
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
な
が
ら
、
安
否
確
認
も
併
せ
て
実

し
な
が
ら
、
安
否
確
認
も
併
せ
て
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
際
、
現
金
で
買
い
物
を
す
る

　

そ
の
際
、
現
金
で
買
い
物
を
す
る

機
会
が
多
い
高
齢
者
の
た
め
に
、
買

機
会
が
多
い
高
齢
者
の
た
め
に
、
買

い
物
の
前
に
金
融
機
関
に
立
ち
寄
る

い
物
の
前
に
金
融
機
関
に
立
ち
寄
る

事
が
で
き
る
様
、
制
度
拡
充
を
、
と

事
が
で
き
る
様
、
制
度
拡
充
を
、
と

の
事
で
あ
り
ま
す
が
、
平
日
に
買
い

の
事
で
あ
り
ま
す
が
、
平
日
に
買
い

物
支
援
を
利
用
さ
れ
る
高
齢
者
と
、

物
支
援
を
利
用
さ
れ
る
高
齢
者
と
、

土
曜
日
に
買
い
物
支
援
を
利
用
さ
れ

土
曜
日
に
買
い
物
支
援
を
利
用
さ
れ

る
高
齢
者
で
は
、
各
金
融
機
関
の
利

る
高
齢
者
で
は
、
各
金
融
機
関
の
利

用
者
間
サ
ー
ビ
ス
に
差
が
生
じ
、
不

用
者
間
サ
ー
ビ
ス
に
差
が
生
じ
、
不

公
平
感
を
感
じ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

公
平
感
を
感
じ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
地
域
ご
と
に
利
用
す

ま
す
。
ま
た
、
地
域
ご
と
に
利
用
す

る
曜
日
を
分
け
て
い
ま
す
の
で
、
一

る
曜
日
を
分
け
て
い
ま
す
の
で
、
一

度
決
定
し
た
曜
日
を
別
の
曜
日
に
変

度
決
定
し
た
曜
日
を
別
の
曜
日
に
変

更
す
る
こ
と
は
、
混
乱
を
招
く
恐
れ

更
す
る
こ
と
は
、
混
乱
を
招
く
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。

も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
あ
く

　

な
お
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
あ
く

ま
で
も
日
常
生
活
に
必
要
な
食
料
品

ま
で
も
日
常
生
活
に
必
要
な
食
料
品

及
び
日
用
雑
貨
品
等
の
購
入
が
困
難

及
び
日
用
雑
貨
品
等
の
購
入
が
困
難

な
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
開

な
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
開

始
か
ら

始
か
ら
1010
年
間
、
特
段
の
苦
情
等
も

年
間
、
特
段
の
苦
情
等
も

な
く
運
行
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

な
く
運
行
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

町
全
体
の
交
通
施
策
を
一
体
的
に
見

町
全
体
の
交
通
施
策
を
一
体
的
に
見

直
し
、
「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
の
導
入

直
し
、
「
デ
マ
ン
ド
交
通
」
の
導
入

を
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

を
検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ま
で
は
現
行
の
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ

ま
で
は
現
行
の
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
引
続
き
現
状
通
り
運
用
し
た
い

ス
を
引
続
き
現
状
通
り
運
用
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

と
考
え
て
い
ま
す
。

答

Q
高
齢
者
買
い
物
支
援
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

拡
充
は

深谷　俊文 議員

Ａ
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
ま
で
は

　
　
　
　
　
　

現
状
通
り
運
用

第４回定例会 一般質問
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答

第４回定例会 一般質問
　
　
　

片
原
議
員

　
　
　

片
原
議
員

　
　
　

消
防
吏
員
は
、
消
火
活
動
や

　
　
　

消
防
吏
員
は
、
消
火
活
動
や

火
災
予
防
活
動
、
救
急
活
動
や
救
助

火
災
予
防
活
動
、
救
急
活
動
や
救
助

活
動
な
ど
住
民
の
大
切
な
命
と
個
人
、

活
動
な
ど
住
民
の
大
切
な
命
と
個
人
、

公
共
の
財
産
を
守
る
職
務
に
日
夜
あ

公
共
の
財
産
を
守
る
職
務
に
日
夜
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

た
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
は
、
現
在

　

本
町
に
は
、
現
在
1818
人
の
消
防
吏

人
の
消
防
吏

員
が
お
り
、
消
防
団
員
は
令
和
５
年

員
が
お
り
、
消
防
団
員
は
令
和
５
年

問 Q
消
防
吏
員
の
増
員
に
つ
い
て

片原　康夫 議員

Ａ
現
状
を
分
析
し
、
検
討

９
月
１
日
現
在
で

９
月
１
日
現
在
で
9797
人
、
平
成

人
、
平
成
2525
年年

３
月
３
月
3131
日
時
点
で
は
消
防
団
員
が
１

日
時
点
で
は
消
防
団
員
が
１

１
５
人
で
し
た
の
で
、

１
５
人
で
し
た
の
で
、
1818
人
減
少
し

人
減
少
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

令
和
４
年
版
消
防
白
書
に
よ
る
と

　

令
和
４
年
版
消
防
白
書
に
よ
る
と

全
国
の
消
防
団
員
数
は
、
令
和
４
年

全
国
の
消
防
団
員
数
は
、
令
和
４
年

４
月
１
日
時
点
、

４
月
１
日
時
点
、
7878
万
３
，
５
７
８

万
３
，
５
７
８

人
で
平
成

人
で
平
成
3030
年
以
降
１
万
人
以
上
の

年
以
降
１
万
人
以
上
の

減
少
が
続
き
、
特
に
令
和
４
年
に
は
、

減
少
が
続
き
、
特
に
令
和
４
年
に
は
、

前
年
比
２
万
人
以
上
が
減
少
、
初
め

前
年
比
２
万
人
以
上
が
減
少
、
初
め

てて
8080
万
人
を
下
回
る
状
況
に
あ
り
、

万
人
を
下
回
る
状
況
に
あ
り
、

今
後
も
減
少
傾
向
が
続
く
と
予
想
さ

今
後
も
減
少
傾
向
が
続
く
と
予
想
さ

れ
ま
す
。

れ
ま
す
。

　

ま
た
日
々
進
化
す
る
消
火
活
動
や

　

ま
た
日
々
進
化
す
る
消
火
活
動
や

救
急
活
動
、
救
助
活
動
は
、
よ
り
迅

救
急
活
動
、
救
助
活
動
は
、
よ
り
迅

速
・
的
確
な
初
動
対
応
、
よ
り
高
度

速
・
的
確
な
初
動
対
応
、
よ
り
高
度

な
技
術
の
習
得
、
よ
り
専
門
的
な
業

な
技
術
の
習
得
、
よ
り
専
門
的
な
業

務
が
、
必
要
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る

務
が
、
必
要
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
消
防
吏
員
を
増
や
し
て

こ
と
か
ら
、
消
防
吏
員
を
増
や
し
て

は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の

は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

遠
藤
副
町
長

　
　
　

遠
藤
副
町
長

　
　
　

本
町
の
消
防
職
員
は
、
現
在

　
　
　

本
町
の
消
防
職
員
は
、
現
在

1818
名
の
職
員
で
消
防
業
務
を
遂
行
し

名
の
職
員
で
消
防
業
務
を
遂
行
し

て
お
り
、
出
動
件
数
は
、
令
和
４
年

て
お
り
、
出
動
件
数
は
、
令
和
４
年

度
が
、
火
災
５
件
、
救
急
３
３
４
件
、

度
が
、
火
災
５
件
、
救
急
３
３
４
件
、

令
和
５
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
、
火
災

令
和
５
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
、
火
災

７
件
、
救
急
３
４
６
件
の
対
応
を
行

７
件
、
救
急
３
４
６
件
の
対
応
を
行

っ
て
い
ま
す
。

っ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
迅
速
・
的
確
な
初
動
対
応
、

　

よ
り
迅
速
・
的
確
な
初
動
対
応
、

よ
り
高
度
な
技
術
の
習
得
、
よ
り
専

よ
り
高
度
な
技
術
の
習
得
、
よ
り
専

門
的
な
業
務
の
必
要
性
の
た
め
、
消

門
的
な
業
務
の
必
要
性
の
た
め
、
消

防
吏
員
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
と
い

防
吏
員
を
増
や
し
て
は
ど
う
か
と
い

う
こ
と
で
し
た
が
、
救
急
需
要
の
増

う
こ
と
で
し
た
が
、
救
急
需
要
の
増

加
や
災
害
・
事
故
へ
の
役
割
の
多
様

加
や
災
害
・
事
故
へ
の
役
割
の
多
様

化
な
ど
、
消
防
の
担
う
役
割
は
ま
す

化
な
ど
、
消
防
の
担
う
役
割
は
ま
す

ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
消

ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
消

防
吏
員
は
、
様
々
な
想
定
の
も
と
、

防
吏
員
は
、
様
々
な
想
定
の
も
と
、

日
々
訓
練
と
研
鑽
を
重
ね
て
い
る
ほ

日
々
訓
練
と
研
鑽
を
重
ね
て
い
る
ほ

か
、
近
隣
３
町
で
の
災
害
時
特
命
出

か
、
近
隣
３
町
で
の
災
害
時
特
命
出

動
に
よ
る
広
域
連
携
を
行
う
な
ど
、

動
に
よ
る
広
域
連
携
を
行
う
な
ど
、

現
在
の
人
員
で
対
応
で
き
る
体
制
を

現
在
の
人
員
で
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。

整
え
て
い
ま
す
。

　

更
な
る
消
防
・
救
急
体
制
強
化
の

　

更
な
る
消
防
・
救
急
体
制
強
化
の

た
め
に
は
、
職
員
の
増
員
を
し
て
い

た
め
に
は
、
職
員
の
増
員
を
し
て
い

く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

く
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

た
め
に
は
、
職
員
の
労
務
管
理
や
年

た
め
に
は
、
職
員
の
労
務
管
理
や
年

齢
構
成
な
ど
、
現
状
を
し
っ
か
り
と

齢
構
成
な
ど
、
現
状
を
し
っ
か
り
と

分
析
し
た
う
え
で
、
検
討
し
て
い
く

分
析
し
た
う
え
で
、
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
状
況
に
影
響
す
る
こ

　

ま
た
、
財
政
状
況
に
影
響
す
る
こ

と
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
検

と
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
検

討
を
行
い
、
消
防
力
の
強
化
に
つ
い

討
を
行
い
、
消
防
力
の
強
化
に
つ
い

て
、
適
切
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て

て
、
適
切
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

議会を傍聴しましょう
●町議会の定例会は、年４回（３月・
６月・９月・12月）開かれます。

●町議会の臨時会は、必要に応じて
随時開かれます。

町政はあなたのために…

次の定例会は３月です。
お気軽にお越しください。
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第４回定例会 一般質問／議案の審議
　
　
　

加
藤
議
員

　
　
　

加
藤
議
員

　
　
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
慢
性
的

　
　
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
は
慢
性
的

な
病
気
や
障
害
の
あ
る
親
の
介
護
・

な
病
気
や
障
害
の
あ
る
親
の
介
護
・

幼
い
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
な
ど
を
日

幼
い
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
な
ど
を
日

常
的
に
担
う

常
的
に
担
う
1818
歳
未
満
の
子
ど
も
の

歳
未
満
の
子
ど
も
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。

こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
国
の
調
査
で

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
国
の
調
査
で

は
、
小
学
生

は
、
小
学
生
1515
人
に
１
人
、
中
学
生

人
に
１
人
、
中
学
生

1717
人
に
１
人
、
高
校
生

人
に
１
人
、
高
校
生
2424
人
に
１
人

人
に
１
人

と
公
表
さ
れ
て
お
り
、
当
麻
町
に
お

と
公
表
さ
れ
て
お
り
、
当
麻
町
に
お

い
て
も
皆
無
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

い
て
も
皆
無
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
問
題
で
現
状
を
把
握
す
る
の

　

こ
の
問
題
で
現
状
を
把
握
す
る
の

は
む
ず
か
し
い
の
が
実
態
で
は
な
い

は
む
ず
か
し
い
の
が
実
態
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

で
し
ょ
う
か
。

　

周
囲
の
大
人
が
子
ど
も
の
生
活
状

　

周
囲
の
大
人
が
子
ど
も
の
生
活
状

況
に
目
を
む
け
寄
り
添
う
必
要
が
あ

況
に
目
を
む
け
寄
り
添
う
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
、
今

る
と
思
い
ま
す
が
、
町
と
し
て
、
今

後
、
実
態
把
握
に
ど
の
よ
う
に
対
応

後
、
実
態
把
握
に
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
か
れ
る
の
か
、
町
長
の
考
え

し
て
い
か
れ
る
の
か
、
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

を
伺
い
ま
す
。

　
　
　

遠
藤
副
町
長

　
　
　

遠
藤
副
町
長

　
　
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
は
、

　
　
　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
は
、

子
ど
も
で
は
抱
え
き
れ
な
い
責
任
や

子
ど
も
で
は
抱
え
き
れ
な
い
責
任
や

負
担
の
重
さ
か
ら
、
当
人
の
学
業
や

負
担
の
重
さ
か
ら
、
当
人
の
学
業
や

友
人
関
係
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
す
可

友
人
関
係
な
ど
に
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
憂

能
性
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
憂

Q
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査

加 藤　 功 議員

Ａ
要
対
協
に
よ
り

　
　
　
　
　

取
り
組
み
を
強
化

問

慮
す
べ
き
こ
と
と
捉
え
て
い
ま
す
。

慮
す
べ
き
こ
と
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　

町
に
よ
る
こ
の
問
題
の
実
態
把
握

　

町
に
よ
る
こ
の
問
題
の
実
態
把
握

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
と
定
義
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
当
人

ー
と
定
義
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
当
人

に
そ
の
意
識
が
薄
い
、
ま
た
は
、
ケ

に
そ
の
意
識
が
薄
い
、
ま
た
は
、
ケ

ア
ラ
ー
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
た
く

ア
ラ
ー
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
れ
た
く

な
い
と
考
え
る
子
ど
も
た
ち
も
多
い

な
い
と
考
え
る
子
ど
も
た
ち
も
多
い

と
指
摘
す
る
、
関
係
機
関
の
報
告
も

と
指
摘
す
る
、
関
係
機
関
の
報
告
も

あ
り
、
適
格
な
現
状
把
握
は
難
し
い

あ
り
、
適
格
な
現
状
把
握
は
難
し
い

側
面
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

側
面
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
現
在
、
ヤ
ン
グ
ケ

　

町
と
し
て
は
、
現
在
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
に
限
ら
ず
、
児
童
虐
待
等
、

ア
ラ
ー
に
限
ら
ず
、
児
童
虐
待
等
、

つ
ら
さ
や
困
難
を
抱
え
た
子
ど
も
の

つ
ら
さ
や
困
難
を
抱
え
た
子
ど
も
の

気
付
き
と
対
応
に
万
全
を
期
す
べ
く
、

気
付
き
と
対
応
に
万
全
を
期
す
べ
く
、

町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

（
要
対
協
）
に
よ
り
守
秘
義
務
が
課

（
要
対
協
）
に
よ
り
守
秘
義
務
が
課

さ
れ
る
中
、
随
時
情
報
を
共
有
し
つ

さ
れ
る
中
、
随
時
情
報
を
共
有
し
つ

つ
、
対
策
を
協
議
す
る
取
り
組
み
を

つ
、
対
策
を
協
議
す
る
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

強
化
し
て
い
ま
す
。

答

令
和
５
年
度
当
麻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

現
行
の
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

　

現
行
の
予
算
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
７
，
５
７
５
万
５
千
円
を
追
加
し
、

れ
７
，
５
７
５
万
５
千
円
を
追
加
し
、

7878
億
９
，
８
７
１
万
１
千
円
と
し
ま

億
９
，
８
７
１
万
１
千
円
と
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
住
民

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
住
民

税
非
課
税
世
帯
を
引
続
き
支
援
す
る

税
非
課
税
世
帯
を
引
続
き
支
援
す
る

た
め
、
一
世
帯
あ
た
り
七
万
円
を
給

た
め
、
一
世
帯
あ
た
り
七
万
円
を
給

付
す
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
臨
時
給

付
す
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
臨
時
給

付
金
給
付
事
業
の
経
費
を
増
額
補
正

付
金
給
付
事
業
の
経
費
を
増
額
補
正

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

　

令
和
６
年
３
月

　

令
和
６
年
３
月
3131
日
で
任
期
満
了

日
で
任
期
満
了

と
な
る
安
藤
よ
し
ひ
こ
氏
（
３
条
西

と
な
る
安
藤
よ
し
ひ
こ
氏
（
３
条
西

３
丁
目
）
を
引
き
続
き
推
薦
す
る
こ

３
丁
目
）
を
引
き
続
き
推
薦
す
る
こ

と
に
適
任
と
し
て
答
申
し
ま
し
た
。

と
に
適
任
と
し
て
答
申
し
ま
し
た
。

当
麻
町
下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企

業
法
適
用
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

専
決
処
分

推
せ
ん

条

例
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総
務
省
か
ら
の
移
行
要
請
を
踏
ま

　

総
務
省
か
ら
の
移
行
要
請
を
踏
ま

え
、
安
定
し
た
事
業
運
営
を
行
う
た

え
、
安
定
し
た
事
業
運
営
を
行
う
た

め
、
下
水
道
事
業
に
係
る
会
計
方
式

め
、
下
水
道
事
業
に
係
る
会
計
方
式

を
、
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
し
た

を
、
地
方
公
営
企
業
法
を
適
用
し
た

公
営
企
業
会
計
に
移
行
す
る
た
め
、

公
営
企
業
会
計
に
移
行
す
る
た
め
、

関
連
す
る
条
例
に
つ
い
て
一
括
し
て

関
連
す
る
条
例
に
つ
い
て
一
括
し
て

改
正
等
を
行
う
も
の
で
す
。

改
正
等
を
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
し
、
令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
し
、
令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
適
用
し
ま
す
。

か
ら
適
用
し
ま
す
。

当
麻
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及

び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

の
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

こ
の
条
例
は
、
保
育
施
設
及
び
特

　

こ
の
条
例
は
、
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
の
基
準

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
の
基
準

を
定
め
た
、
内
閣
府
令
の
規
定
に
従

を
定
め
た
、
内
閣
府
令
の
規
定
に
従

い
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
基
準
府

い
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
基
準
府

令
の
改
正
に
伴
う
条
項
ず
れ
、
文
言

令
の
改
正
に
伴
う
条
項
ず
れ
、
文
言

の
整
理
が
必
要
な
こ
と
か
ら
改
正
す

の
整
理
が
必
要
な
こ
と
か
ら
改
正
す

る
も
の
で
す
。

る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
し
ま
す
。

か
ら
施
行
し
ま
す
。

当
麻
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度

　

全
世
代
対
応
型
の
社
会
保
障
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等

を
構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、
令
和

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、
令
和

５
年
５
月
に
公
布
さ
れ
、
地
方
税
法

５
年
５
月
に
公
布
さ
れ
、
地
方
税
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
が
令
和

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
等
が
令
和

６
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

６
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
産
前
産
後
期
間
に
係
る

と
に
伴
い
、
産
前
産
後
期
間
に
係
る

国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
に
つ
い
て

新
た
に
規
定
を
設
け
る
改
正
を
行
う

新
た
に
規
定
を
設
け
る
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
６
年

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
６
年

１
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

１
月
１
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

　　
当
麻
町
公
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

当
麻
町
定
住
促
進
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

公
営
住
宅
、
定
住
促
進
住
宅
の
共

　

公
営
住
宅
、
定
住
促
進
住
宅
の
共

用
部
や
共
同
施
設
に
係
る
電
気
料
金

用
部
や
共
同
施
設
に
係
る
電
気
料
金

を
、
こ
れ
ま
で
住
棟
ご
と
に
実
費
を

を
、
こ
れ
ま
で
住
棟
ご
と
に
実
費
を

集
金
し
、
入
居
者
が
直
接
電
力
会
社

集
金
し
、
入
居
者
が
直
接
電
力
会
社

に
支
払
っ
て
い
た
も
の
を
、
入
居
者

に
支
払
っ
て
い
た
も
の
を
、
入
居
者

の
利
便
性
の
向
上
と
負
担
軽
減
の
た

の
利
便
性
の
向
上
と
負
担
軽
減
の
た

め
、
「
共
益
費
」
と
し
て
、
町
が
家

め
、
「
共
益
費
」
と
し
て
、
町
が
家

賃
と
併
せ
て
入
居
者
か
ら
徴
収
し
、

賃
と
併
せ
て
入
居
者
か
ら
徴
収
し
、

電
力
会
社
へ
支
払
う
と
い
う
改
正
を

電
力
会
社
へ
支
払
う
と
い
う
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
し
、
令
和
５
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
し
、
令
和
５
年
４
月
１
日

か
ら
適
用
す
る
も
の
で
す
。

か
ら
適
用
す
る
も
の
で
す
。

当
麻
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

第４回定例会 議案の審議

　

老
朽
化
に
よ
り
用
途
を
廃
止
し
た

　

老
朽
化
に
よ
り
用
途
を
廃
止
し
た

町
営
住
宅
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
団
地
１
号

町
営
住
宅
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
団
地
１
号

の
除
却
が
完
了
し
た
た
め
、
所
要
の

の
除
却
が
完
了
し
た
た
め
、
所
要
の

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
し
、
令
和
５
年
６
月

か
ら
施
行
し
、
令
和
５
年
６
月
2020
日日

か
ら
適
用
し
ま
す
。

か
ら
適
用
し
ま
す
。

当
麻
町
空
家
等
の
適
切
な
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

今
回
の
改
正
は
、
空
家
等
対
策
の

　

今
回
の
改
正
は
、
空
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
改
正

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
改
正

さ
れ
、
特
定
空
家
等
に
な
る
お
そ
れ

さ
れ
、
特
定
空
家
等
に
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
管
理
不
全
空
家
等
に
関
す
る

の
あ
る
管
理
不
全
空
家
等
に
関
す
る

規
定
が
新
設
さ
れ
た
た
め
、
条
例
で

規
定
が
新
設
さ
れ
た
た
め
、
条
例
で

も
管
理
不
全
空
家
等
に
対
す
る
指

も
管
理
不
全
空
家
等
に
対
す
る
指

導
・
勧
告
に
つ
い
て
新
た
に
規
定
す

導
・
勧
告
に
つ
い
て
新
た
に
規
定
す

る
ほ
か
、
同
法
の
改
正
に
よ
り
条
項

る
ほ
か
、
同
法
の
改
正
に
よ
り
条
項

の
整
理
等
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

の
整
理
等
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

で
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
空
家
等
対

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日

又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず

又
は
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず

れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

連
携
中
枢
都
市
圏
形
成
に
係
る

連
携
協
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

協
約
内
容
の
変
更
は
、
「
地
域
医

　

協
約
内
容
の
変
更
は
、
「
地
域
医

療
」
に
、
旭
川
市
内
医
療
機
関
を
利

療
」
に
、
旭
川
市
内
医
療
機
関
を
利

用
す
る
上
川
中
部
圏
域
在
住
者
が
安

用
す
る
上
川
中
部
圏
域
在
住
者
が
安

心
し
て
在
宅
当
番
医
を
利
用
で
き
る

心
し
て
在
宅
当
番
医
を
利
用
で
き
る

よ
う
、
応
分
の
費
用
負
担
で
診
療
体

よ
う
、
応
分
の
費
用
負
担
で
診
療
体

制
を
確
保
・
維
持
す
る
「
初
期
救
急
医

制
を
確
保
・
維
持
す
る
「
初
期
救
急
医

療
の
連
携
」
の
追
加
と
、
「
不
登
校
児

療
の
連
携
」
の
追
加
と
、
「
不
登
校
児

童
生
徒
の
受
入
機
関
の
共
同
利
用
」
の

童
生
徒
の
受
入
機
関
の
共
同
利
用
」
の

施
設
名
称
を
改
め
る
も
の
で
す
。

施
設
名
称
を
改
め
る
も
の
で
す
。

令
和
５
年
度
当
麻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
号
）

　

現
行
の
予
算
に
１
，
５
８
５
万
４

　

現
行
の
予
算
に
１
，
５
８
５
万
４

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れれ
7979
億
１
，
４
５
６
万
５
千
円
と
し

億
１
，
４
５
６
万
５
千
円
と
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

燃
料
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る

　

燃
料
高
騰
の
影
響
を
受
け
て
い
る

道
北
バ
ス
支
援
の
た
め
の
当
麻
町
地

道
北
バ
ス
支
援
の
た
め
の
当
麻
町
地

域
間
幹
線
系
統
支
援
金
、
制
度
改
正

域
間
幹
線
系
統
支
援
金
、
制
度
改
正

に
伴
う
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
及
び
住

に
伴
う
戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
及
び
住

民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
、

民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
改
修
費
、

灯
油
単
価
の
高
騰
に
伴
う
冬
の
生
活

灯
油
単
価
の
高
騰
に
伴
う
冬
の
生
活

支
援
費
、
畑
地
化
に
取
組
む
面
積
に

支
援
費
、
畑
地
化
に
取
組
む
面
積
に

係
る
費
用
支
援
の
た
め
の
畑
地
化
促

係
る
費
用
支
援
の
た
め
の
畑
地
化
促

進
事
業
費
、
復
旧
工
事
の
た
め
の
ス

進
事
業
費
、
復
旧
工
事
の
た
め
の
ス

協
約
の
変
更

補
正
予
算
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ポ
ー
ツ
公
園
災
害
復
旧
費
な
ど
を
増

ポ
ー
ツ
公
園
災
害
復
旧
費
な
ど
を
増

額
補
正
し
ま
し
た
。

額
補
正
し
ま
し
た
。

　
　
　

　
　
　

善
光
議
員

善
光
議
員

　
　
　

道
北
バ
ス
の
支
援
に
つ
い
て

　
　
　

道
北
バ
ス
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
定
期
的
に
話
合
い
を
し
た
上
で

は
、
定
期
的
に
話
合
い
を
し
た
上
で

決
め
て
い
る
の
か
。

決
め
て
い
る
の
か
。

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
　
　

広
域
の
幹
線
系
統
で
す
の
で
、

　
　
　

広
域
の
幹
線
系
統
で
す
の
で
、

定
期
的
に
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、

定
期
的
に
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、

支
援
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
協
議
し
、

支
援
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
協
議
し
、

進
め
て
い
ま
す
。

進
め
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
当
麻
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

現
行
の
予
算
に

　

現
行
の
予
算
に
7777
万
４
千
円
を
追

万
４
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
７
，

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
７
，

９
３
０
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

９
３
０
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証

利
用
周
知
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

利
用
周
知
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

費
、
産
前
産
後
期
の
国
民
健
康
保
険

費
、
産
前
産
後
期
の
国
民
健
康
保
険

税
免
除
措
置
に
係
る
国
保
シ
ス
テ
ム

税
免
除
措
置
に
係
る
国
保
シ
ス
テ
ム

改
修
委
託
料
を
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

改
修
委
託
料
を
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
当
麻
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
（
医
科
診
療
施
設
勘

定
）
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

現
行
の
予
算
に
１
７
７
万
８
千
円

　

現
行
の
予
算
に
１
７
７
万
８
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

億
３
，
９
１
７
万
１
千
円
と
し
ま
し

億
３
，
９
１
７
万
１
千
円
と
し
ま
し

た
。
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
件
数

　

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
件
数

の
増
と
発
熱
外
来
件
数
の
増
等
に
伴

の
増
と
発
熱
外
来
件
数
の
増
等
に
伴

い
、
ワ
ク
チ
ン
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ

い
、
ワ
ク
チ
ン
と
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
キ
ッ

ト
の
追
加
購
入
費
用
な
ど
を
増
額
補

ト
の
追
加
購
入
費
用
な
ど
を
増
額
補

正
し
ま
し
た
。

正
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
当
麻
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

現
行
の
予
算
に
１
万
４
千
円
を
追

　

現
行
の
予
算
に
１
万
４
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
，

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
，

０
５
１
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

０
５
１
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証

利
用
周
知
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
の

利
用
周
知
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
の

印
刷
製
本
費
と
し
て
増
額
補
正
し
ま

印
刷
製
本
費
と
し
て
増
額
補
正
し
ま

し
た
。

し
た
。

令
和
５
年
度
当
麻
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

現
行
の
予
算
に
１
０
８
万
１
千
円

　

現
行
の
予
算
に
１
０
８
万
１
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1111

億
９
，
９
５
５
万
９
千
円
と
し
ま
し

億
９
，
９
５
５
万
９
千
円
と
し
ま
し

た
。
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
対

　

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
対

第４回定例会 議案の審議

契

約

応
す
る
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
委

応
す
る
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
、
給
付
件
数
の
増
に
よ
り
居
宅

託
料
、
給
付
件
数
の
増
に
よ
り
居
宅

介
護
住
宅
改
修
給
付
金
な
ど
を
増
額

介
護
住
宅
改
修
給
付
金
な
ど
を
増
額

補
正
し
ま
し
た
。

補
正
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
当
麻
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

現
行
の
予
算
に

　

現
行
の
予
算
に
1616
万
２
千
円
を
追

万
２
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
，

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
，

３
６
３
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

３
６
３
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

令
和
６
年
度
よ
り
公
営
企
業
会
計

　

令
和
６
年
度
よ
り
公
営
企
業
会
計

に
移
行
す
る
た
め
、
事
務
用
品
等
の

に
移
行
す
る
た
め
、
事
務
用
品
等
の

事
前
準
備
に
よ
る
下
水
道
事
業
事
務

事
前
準
備
に
よ
る
下
水
道
事
業
事
務

経
費
、
借
入
利
率
の
変
更
に
伴
う
町

経
費
、
借
入
利
率
の
変
更
に
伴
う
町

債
利
子
な
ど
を
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

債
利
子
な
ど
を
増
額
補
正
し
ま
し
た
。

答

財
産
の
貸
付
に
つ
い
て

　

旧
北
星
小
学
校
を
、
鹿
の
角
を
主

　

旧
北
星
小
学
校
を
、
鹿
の
角
を
主

原
料
と
し
た
健
康
食
品
等
の
製
造
・

原
料
と
し
た
健
康
食
品
等
の
製
造
・

販
売
を
行
う
た
め
の
拠
点
施
設
と
し

販
売
を
行
う
た
め
の
拠
点
施
設
と
し

て
借
用
し
た
い
と
の
申
請
が
あ
っ
た

て
借
用
し
た
い
と
の
申
請
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
上
川
郡
当
麻
町
北
星
１

こ
と
か
ら
、
上
川
郡
当
麻
町
北
星
１

区
、
株
式
会
社
カ
ノ
コ
（
代
表
取
締

区
、
株
式
会
社
カ
ノ
コ
（
代
表
取
締

役　

範
本
文
哲
）
に
貸
し
付
け
る
も

役　

範
本
文
哲
）
に
貸
し
付
け
る
も

の
で
、
貸
付
財
産
は
、
土
地
・
建
物

の
で
、
貸
付
財
産
は
、
土
地
・
建
物

（
体
育
館
部
分
を
除
く
）
で
現
状
有

（
体
育
館
部
分
を
除
く
）
で
現
状
有

令
和
５
年

令
和
５
年
1010
月月
2323
日
開
催

日
開
催

第
５
回
臨
時
会

第
５
回
臨
時
会

財
産
の
貸
付
、
工
事
請
負
契
約
２
件
、
補
正
予
算
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。

　

〔
議
案
審
議
結
果
は
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
〕

姿
、
施
設
の
修
繕
費
用
の
一
切
を
借

姿
、
施
設
の
修
繕
費
用
の
一
切
を
借

主
が
負
担
す
る
こ
と
を
条
件
に
無
償

主
が
負
担
す
る
こ
と
を
条
件
に
無
償

で
貸
し
付
け
る
も
の
で
す
。

で
貸
し
付
け
る
も
の
で
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

廠
舎
川
の
河
川
改
修
工
事
、
延
長

　

廠
舎
川
の
河
川
改
修
工
事
、
延
長

６
７
６
メ
ー
ト
ル
を
施
工
す
る
も
の

６
７
６
メ
ー
ト
ル
を
施
工
す
る
も
の

で
す
。

で
す
。

　

入
札
の
結
果
、
平
井
建
設
工
業
株

　

入
札
の
結
果
、
平
井
建
設
工
業
株

式
会
社
（
代
表
取
締
役　

平
井　

健

式
会
社
（
代
表
取
締
役　

平
井　

健

一
郎
）
が
、
１
億
９
４
５
万
円
で
落

一
郎
）
が
、
１
億
９
４
５
万
円
で
落

財

産

問
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当
麻
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

当
麻
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
公
務
員

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
公
務
員

と
民
間
給
与
の
支
給
割
合
の
格
差
解

と
民
間
給
与
の
支
給
割
合
の
格
差
解

消
を
図
る
た
め
、
期
末
勤
勉
手
当
の

消
を
図
る
た
め
、
期
末
勤
勉
手
当
の

年
間
支
給
月
数
を
４
・

年
間
支
給
月
数
を
４
・
4040
カ
月
か
ら

カ
月
か
ら

４
・
４
・
5050
カ
月
と
し
、
初
任
給
及
び
若

カ
月
と
し
、
初
任
給
及
び
若

年
層
の
俸
給
月
額
を
引
き
上
げ
ま
し

年
層
の
俸
給
月
額
を
引
き
上
げ
ま
し

た
。
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
職
員
の
支
給
割
合

　

こ
れ
に
伴
い
、
職
員
の
支
給
割
合

を
準
用
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
に

を
準
用
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て
も
併
せ
て
改
正
し
ま
し
た
。

つ
い
て
も
併
せ
て
改
正
し
ま
し
た
。

当
麻
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

当
麻
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

人
事
院
勧
告
に
よ
り
職
員
の
期
末

　

人
事
院
勧
告
に
よ
り
職
員
の
期
末

勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
が
改
正
さ
れ

勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
特
別
職
の
職
員
及

た
こ
と
に
伴
い
、
特
別
職
の
職
員
及

び
町
議
会
議
員
の
期
末
手
当
支
給
割

び
町
議
会
議
員
の
期
末
手
当
支
給
割

合
を
職
員
と
同
じ
く
改
正
す
る
も
の

合
を
職
員
と
同
じ
く
改
正
す
る
も
の

で
、
年
間
１
０
０
分
の
４
４
０
か
ら

で
、
年
間
１
０
０
分
の
４
４
０
か
ら

１
０
０
分
の
４
５
０
と
し
ま
し
た
。

１
０
０
分
の
４
５
０
と
し
ま
し
た
。

札
し
仮
契
約
を
締
結
、
地
方
自
治
法

札
し
仮
契
約
を
締
結
、
地
方
自
治
法

及
び
町
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
議
決

及
び
町
条
例
の
規
定
に
よ
り
、
議
決

後
、
本
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

後
、
本
契
約
を
締
結
し
ま
す
。

工
事
請
負
契
約
締
結
の
議
決
事

項
の
変
更
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
第
２
回
当
麻
町
議
会
定

　

令
和
５
年
第
２
回
当
麻
町
議
会
定

例
会
で
議
決
し
た
、
地
域
防
災
拠
点

例
会
で
議
決
し
た
、
地
域
防
災
拠
点

施
設
舗
装
工
事
に
つ
い
て
、
工
事
内

施
設
舗
装
工
事
に
つ
い
て
、
工
事
内

容
に
一
部
変
更
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

容
に
一
部
変
更
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

契
約
金
額
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

契
約
金
額
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　

変
更
内
容
は
、
既
設
側
溝
劣
化
に

　

変
更
内
容
は
、
既
設
側
溝
劣
化
に

よ
る
側
溝
ト
ラ
フ
の
新
設
、
掘
削
土

よ
る
側
溝
ト
ラ
フ
の
新
設
、
掘
削
土

処
分
に
お
け
る
分
別
処
理
作
業
の
追

処
分
に
お
け
る
分
別
処
理
作
業
の
追

加
に
伴
う
経
費
の
増
な
ど
、
「
５
，

加
に
伴
う
経
費
の
増
な
ど
、
「
５
，

７
８
６
万
円
」
を
「
６
，
５
９
６
万

７
８
６
万
円
」
を
「
６
，
５
９
６
万

７
千
円
」
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

７
千
円
」
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

令
和
５
年
度
当
麻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）

　

現
行
の
予
算
に
３
，
２
９
１
万
円

　

現
行
の
予
算
に
３
，
２
９
１
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7878

億
１
，
２
２
１
万
６
千
円
と
し
ま
し

億
１
，
２
２
１
万
６
千
円
と
し
ま
し

た
。
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容　　

　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
の
故
障
に
よ
る

　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
の
故
障
に
よ
る

更
新
費
、
百
間
掘
川
河
川
改
修
事
業

更
新
費
、
百
間
掘
川
河
川
改
修
事
業

で
、
大
雨
に
よ
る
大
型
ト
ラ
フ
倒
壊

で
、
大
雨
に
よ
る
大
型
ト
ラ
フ
倒
壊

に
係
る
改
修
費
、
清
水
川
河
川
改
修

に
係
る
改
修
費
、
清
水
川
河
川
改
修

事
業
で
、
大
雨
の
影
響
に
よ
り
倒
壊

事
業
で
、
大
雨
の
影
響
に
よ
り
倒
壊

し
た
護
岸
の
改
修
及
び
河
道
内
の
土

し
た
護
岸
の
改
修
及
び
河
道
内
の
土

第４回定例会 議案の審議

令
和
５
年

令
和
５
年
1111
月月
2727
日
開
催

日
開
催

第
６
回
臨
時
会

第
６
回
臨
時
会

条
例
改
正
４
件
、
補
正
予
算
５
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

〔
議
案
審
議
結
果
は
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
〕

条

例

令
和
５
年
度
当
麻
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

現
行
の
予
算
に
１
，
０
７
４
万
円

　

現
行
の
予
算
に
１
，
０
７
４
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
7878

億
２
，
２
９
５
万
６
千
円
と
し
ま
し

億
２
，
２
９
５
万
６
千
円
と
し
ま
し

た
。
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
期
末
手
当
の

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
期
末
手
当
の

支
給
月
数
の
改
定
、
初
任
給
及
び
若

支
給
月
数
の
改
定
、
初
任
給
及
び
若

年
層
の
俸
給
月
額
引
き
上
げ
に
伴
い
、

年
層
の
俸
給
月
額
引
き
上
げ
に
伴
い
、

一
般
職
給
料
と
期
末
勤
勉
手
当
を
増

一
般
職
給
料
と
期
末
勤
勉
手
当
を
増

額
し
ま
し
た
。

額
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
当
麻
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
（
医
科
診
療
施
設
勘

定
）
補
正
予
算 

（
第
３
号
）

　

現
行
の
予
算
に

　

現
行
の
予
算
に
5656
万
７
千
円
を
追

万
７
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
，

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
，

７
３
９
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

７
３
９
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
料
表
及
び

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
料
表
及
び

期
末
手
当
の
支
給
月
数
の
改
定
に
伴

期
末
手
当
の
支
給
月
数
の
改
定
に
伴

い
、
一
般
職
給
料
と
期
末
勤
勉
手
当

い
、
一
般
職
給
料
と
期
末
勤
勉
手
当

を
増
額
し
ま
し
た
。

を
増
額
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
当
麻
町
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

補
正
予
算

補
正
予
算

砂
除
去
費
な
ど
を
増
額
補
正
し
ま
し

砂
除
去
費
な
ど
を
増
額
補
正
し
ま
し

た
。
た
。
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第４回定例会 議案の審議
　

現
行
の
予
算
に

　

現
行
の
予
算
に
8585
万
４
千
円
を
追

万
４
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1111
億
９
，

億
９
，

８
４
７
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

８
４
７
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
料
表
及
び

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
料
表
及
び

期
末
手
当
の
支
給
月
数
の
改
定
に
伴

期
末
手
当
の
支
給
月
数
の
改
定
に
伴

い
、
一
般
職
給
料
と
期
末
勤
勉
手
当

い
、
一
般
職
給
料
と
期
末
勤
勉
手
当

を
増
額
し
ま
し
た
。

を
増
額
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
当
麻
町
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

現
行
の
予
算
に
７
万
３
千
円
を
追

　

現
行
の
予
算
に
７
万
３
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
，

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
，

３
４
７
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

３
４
７
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
料
表
及
び

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
料
表
及
び

期
末
手
当
の
支
給
月
数
の
改
定
に
伴

期
末
手
当
の
支
給
月
数
の
改
定
に
伴

い
、
一
般
職
給
料
と
期
末
勤
勉
手
当

い
、
一
般
職
給
料
と
期
末
勤
勉
手
当

を
増
額
し
ま
し
た
。

を
増
額
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
当
麻
町
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

現
行
の
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の

　

現
行
の
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の

総
額
に

総
額
に
3535
万
６
千
円
を
追
加
し
、
そ

万
６
千
円
を
追
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
２
億
２
，
３
６
３
万
１
千
円

れ
ぞ
れ
２
億
２
，
３
６
３
万
１
千
円

と
し
ま
し
た
。

と
し
ま
し
た
。

◎
補
正
の
主
な
内
容

◎
補
正
の
主
な
内
容

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
料
表
及
び

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
料
表
及
び

期
末
手
当
の
支
給
月
数
の
改
定
に
伴

期
末
手
当
の
支
給
月
数
の
改
定
に
伴

い
、
一
般
職
給
料
と
期
末
勤
勉
手
当

い
、
一
般
職
給
料
と
期
末
勤
勉
手
当

を
増
額
し
ま
し
た
。

を
増
額
し
ま
し
た
。

おめでとうございます

二十歳を祝う会
　１月７日、まとまーるにおいて、「令和６年　二十歳を祝う会」が挙行されました。
　出席者は来賓から祝辞を受け、成人としての責任と自覚を持ち歩んでいくことを誓いました。
　今年は式典の後に交流会が行われ、小・中学校の先生方からの懐かしいお話しや学校時代のスライド
が流れるなど、久しぶりに集まった仲間で盛り上っていました。

令
和
５
年
11
月
16
・
17
日

常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
を
実
施

当
別
町
・
富
良
野
市
を
視
察

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
・
産
業
福
祉
常

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
・
産
業
福
祉
常

任
委
員
会
合
同
に
よ
る
令
和
５
年
度
常
任

任
委
員
会
合
同
に
よ
る
令
和
５
年
度
常
任

委
員
会
所
管
事
務
調
査
を

委
員
会
所
管
事
務
調
査
を
1111
月月
1616
・・
1717
日日

に
、
当
別
町
・
富
良
野
市
を
視
察
し
て
行

に
、
当
別
町
・
富
良
野
市
を
視
察
し
て
行

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

自
治
体
Ｄ
Ⅹ
推
進
に
向
け
た
取
組
み
を

　

自
治
体
Ｄ
Ⅹ
推
進
に
向
け
た
取
組
み
を

テ
ー
マ
に
、
当
別
町
で
は
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

テ
ー
マ
に
、
当
別
町
で
は
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
」
に
つ
い
て
、
富
良
野
市
で
は
「
書

Ｐ
Ｔ
」
に
つ
い
て
、
富
良
野
市
で
は
「
書

か
な
い
窓
口
」
と
「
予
約
制
乗
り
合
い
サ

か
な
い
窓
口
」
と
「
予
約
制
乗
り
合
い
サ

ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
の
教
示
を
受
け
帰
庁

ー
ビ
ス
」
に
つ
い
て
の
教
示
を
受
け
帰
庁

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

当別町
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意見書／議案審議の結果

編
集

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

西　

川　

泰　

弘

副
委
員
長　

片　

原　

康　

夫

委　
　

員　

上　

杉　

達　

則

委　
　

員　

岸　

山　

尚　

弘

富良野市

ワイン工場

刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書
　冤罪は、国家による最大の人権侵害の一つである。冤罪被害者の人権救済は人権国家を標榜する我が国にとってはも
ちろん、地域住民の人権を守る義務を有する地方自治体にとっても重要な課題と言える。
　ところで、冤罪被害者を救済するための制度としては再審がある。しかし、その手続きを定めた法律（刑事訴訟法第
四編「再審」）には再審請求手続の審理の在り方に関する規定がほとんどなく、裁判所の広範な裁量に委ねられている。
このように、いわば再審のルールが存在しない状態となっているため、再審請求手続の審理の進め方は、事件を担当す
る裁判官によってまちまちとなっており、再審請求手続の審理の適正さが制度的に担保されず、公平性も損なわれている。
　その中でも、とりわけ再審における証拠開示の問題は重要である。過去の多くの冤罪事件では、警察や検察庁といっ
た捜査機関の手元にある証拠が再審段階で明らかになって、それが冤罪被害者を救済するための大きな原動力となって
いる。したがって、冤罪被害者を救済するためには、捜査機関の手元にある証拠を利用できるよう、これを開示させる
仕組みが必要であるが、現行法にはそのことを定めた明文の規定が存在せず、再審請求手続において証拠開示がなされ
る制度的保障はない。そのため、裁判官や検察官の対応いかんで、証拠開示の範囲に大きな差が生じているが実情であ
って、このような格差を是正するためには、証拠開示のルールを定めた法律の制定が不可欠である。
　しかも、再審開始決定がなされても、検察官がこれに不服申立てを行う事例が相次いでおり、冤罪被害者の速やかな
救済が妨げられている。しかし、再審開始決定は、裁判をやり直すことを決定するにとどまり、有罪・無罪の判断は再
審公判において行うことが予定されており、そこでは検察官にも有罪立証をする機会が与えられている。したがって、
再審開始決定がなされたのであれば、速やかに再審公判に移行すべきであって、再審開始決定という、いわば中間的な
判断に対して検察官の不服申立てを認めるべきではない。
　よって、国においては、次の事項について、刑事訴訟法の再審規定（再審法）を速やかに改正するよう求める。

記
１．再審請求手続において捜査機関が保管する全ての証拠を開示すること。
２．再審開始決定に対する検察官の不服申立てに制限を加えること。

意見書
　第４回定例会で意見書を可決し、内閣総理大臣ほか各関係省庁などに提出しました。内容は下記のとおりです。

第５回　臨時会
事件番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決月日

議　案 第１号 財産の貸付について 原案可決

10月23日
議　案 第２号 工事請負契約の締結について 原案可決

議　案 第３号 工事請負契約締結の議決事項の変更について 原案可決

議　案 第４号 令和５年度当麻町一般会計補正予算（第７号） 原案可決

議案審議の結果
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議案審議の結果

第４回　定例会
事件番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決月日

承　認 第１号 専決処分の承認を求めることについて 承　　認

12月15日

諮　問 第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 適　　任

議　案 第１号 当麻町下水道事業の地方公営企業法適用に伴う関係条例の整備に関する条例の制
定について

原案可決

議　案 第２号 当麻町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の
一部を改正する条例について

原案可決

議　案 第３号 当麻町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議　案 第４号 当麻町公営住宅条例の一部を改正する条例について 原案可決

議　案 第５号 当麻町定住促進住宅条例の一部を改正する条例について 原案可決

議　案 第６号 当麻町営住宅条例の一部を改正する条例について 原案可決

議　案 第７号 当麻町空家等の適切な管理に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議　案 第８号 連携中枢都市圏形成に係る連携協約の変更について 原案可決

議　案 第９号 令和５年度当麻町一般会計補正予算（第 10号） 原案可決

議　案 第10号 令和５年度当麻町国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第２号） 原案可決

議　案 第11号 令和５年度当麻町国民健康保険特別会計（医科診療施設勘定）補正予算（第４号） 原案可決

議　案 第12号 令和５年度当麻町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議　案 第13号 令和５年度当麻町介護保険特別会計補正予算（第４号） 原案可決

議　案 第14号 令和５年度当麻町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

意見案 第１号 刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書の提出について 原案可決

閉会中の所管事務調査の申し出について（総務文教常任委員会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（産業福祉常任委員会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（議 会 運 営 委 員 会）

承　　認

議案審議の結果
第６回　臨時会

事件番号 件　　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決月日

議　案 第１号 当麻町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

11月27日

議　案 第２号 当麻町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例
について 原案可決

議　案 第３号 当麻町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議　案 第４号 当麻町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例につ
いて 原案可決

議　案 第５号 令和５年度当麻町一般会計補正予算（第８号） 原案可決

議　案 第６号 令和５年度当麻町国民健康保険特別会計（医科診療施設勘定）補正予算（第３号） 原案可決

議　案 第７号 令和５年度当麻町介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議　案 第８号 令和５年度当麻町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議　案 第９号 令和５年度当麻町水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
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議案の採決結果

議案の採決結果

○＝賛成　×＝反対　欠＝欠席　　　ただし、議長は職務上、採決に参加していません。　　　　　　　（議席順）
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第５回臨時会

議 案 第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

第６回臨時会

議 案 第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ―

議 案 第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ―

議 案 第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ―

議 案 第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ―

議 案 第５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ―

議 案 第６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ―

議 案 第７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ―

議 案 第８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ―

議 案 第９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ―

第４回定例会

承 認 第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

諮 問 第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第４号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第９号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第10号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第11号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第12号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第13号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議 案 第14号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

意見案 第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
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議会の傍聴や、議会の傍聴や、
議事堂の見学を議事堂の見学を
してみませんか。してみませんか。11月11日 ⇨ ２月13日

　11月　 10日 功労表彰式 

 13日 上川中央部市・町議会議長会正副議長研修会 （正副議長⇒上川町）

 16～17日　常任委員会所管事務調査  （当別町・富良野市）

 18日 植林研修会（親子山） 

 20日 大雪浄化組合議会第２回定例会  （組合議員）

  愛別町外３町塵芥処理組合議会第２回定例会 （組合議員）

  上川中部福祉事務組合議会第２回定例会  （組合議員）

 21日 全員協議会 

 22日 商工会意見交換会 

 24日 上川中央部市・町議会事務局長・担当者会議 （局長・係長⇒旭川市）

 25日 交通安全町民集会 

 27日 第６回臨時会 

  全員協議会 

 28日～12月2日　町村議会議長全国大会・上川町村議会議長会臨時総会・

  　　　　　上川管内町村議会議長現地研修会 （議長⇒東京・四国）

 30日 総務文教常任委員会 

　12月　  １日 産業福祉常任委員会 

  ７日 議会運営委員会 

  ８日 障がい者福祉の集い 

  市街地区町内会連合会役員等研修会 

 15日 第４回定例会 

  全員協議会 

  防災拠点施設現地視察 

  議会報編集特別委員会 

 20日 歳末における地域安全活動  （議長）

 22日 議会報編集特別委員会 

  大雪消防組合議会第5回定例会  （組合議員⇒美瑛町）

 

　１月　  ５日 当麻消防出初式 

  ７日 二十歳を祝う会 

  ９日 新年交礼会 

 11日 上川町村議会事務局長後期研修会  （局長⇒旭川市）

 19日 議会報編集特別委員会 

 22日 全員協議会 

 26日 上川中央部市・町議会議長会定例会議  （正副議長）

 29日 議会報編集特別委員会（リモート）

 31日 第1回臨時会 

　２月　  ２日 上川中部福祉事務組合議会第1回臨時会  （組合議員）

スキー教室スキー教室


